
南アフリカにお住まいの皆様及び旅行者の皆様へ 

 

【タイトル】 

大使館からの注意喚起（クワズールナタール州におけるモスク襲撃事件の発生） 

 

【ポイント】 

 10 日、クワズールナタール州ヴェルーラム（Verulam）のイマム・フセイン・モ

スクにおいて、ナイフ等を使用した襲撃事件により死傷者が出る事件が発生しま

した。その後、13 日に同じモスク内で爆発物様の物が発見されています。警察に

よる捜査が行われていますが、報道などで最新の情報を入手するとともに、当面

の間、不要不急の同エリアへの立入りは避けるなど、十分注意してください。 

 

【本文】 

 10 日、クワズールナタール州、ダーバン近郊のヴェルーラム（Verulam）に所在

するイマム・フセイン・モスクにおいて、ナイフ等を使った襲撃事件が発生しま

した。 

 この襲撃では、ナイフ等で武装した３人の男が礼拝者を装ってモスクに侵入し、

モスク内で３人をナイフで切りつけた上、モスクの図書室等に火を付けました。

この事件で、１名が死亡し、２名が重傷を負っています。現在、国家警察重大犯

罪捜査局がテロの可能性も含めて捜査を行い、犯人の行方を追っています。 

 その後、13 日に同じモスクの聖職者の椅子の下から携帯電話とケーブルで繋が

れた白色のカプセルが発見されました。警察の爆発物処理隊が出動し、同物件を

回収して、鑑定が行われています。 

 なお、外務省は、５月７日付で、15 日頃から始まるラマダン月のテロについて

の注意喚起を呼びかけています。 

 https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2018C069.html 

 

 つきましては、報道などで最新の情報を入手するとともに、事件の詳細が判明

し、安全が確認されるまで、当面の間、不要不急の同エリアへの立入りは避ける

など、十分注意してください。 

 また、外出先で人の叫び声や銃撃音・爆発音等を聞いた場合は、興味本位で近

づくことは絶対に避け、周囲を確認し、可能な限り、低い姿勢で銃撃音等から離

れてください。 

 銃撃等事件に巻き込まれないための基本予防策と対処法については、下記 URL

をご参照ください。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pdf/counter-terrorism.pdf 

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2018C069.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pdf/counter-terrorism.pdf


 

万一、事件・事故等に巻き込まれた場合は、在南アフリカ日本国大使館に連絡

してください。 
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〇在南アフリカ日本国大使館 

 ＨＰ： http://www.za.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html 

  住所： 259 Baines St, Cnr Frans Oerder St, Groenkloof, Pretoria 

 電話： +27 12 452 1500 領事・警備 
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